
久賀っ子の一日 

１日は 自分と周りの人 未来と笑顔のために 使いましょう。 
自分や周りの人が 笑顔になる行動ができたら すてきですね。 

久賀小学校のきまり 

（１）黄色いぼうし（３年生以上は、ハットタイプ、キャップタイプどちらでも可）をかぶり、通学班で登下校しましょう。 

  （２）学校では左胸に名札をつけましょう（ファスナー不可）。室内で上着を着る場合は、一番上につけましょう。 

  （３）ろうかや階段は、右側を静かに歩きましょう。 

 （４）危ないので、先生の指示がない限りベランダには出ません。 

  （５）外に出る時は、赤白ぼうしをかぶりましょう（熱中症、けがの防止）。 

  （６）清掃は、赤白ぼうしをかぶり、無言で行いましょう。 

  （７）学習に必要のない物(シャープペンも）やお金は学校に持ってきてはいけません。 

※ 高学年は、明るい色の蛍光ペンを１本持ってきてよい。 

※ 高学年は、キャップ付きの赤・青単色ボールペンを１本ずつ持ってきてよい（ノック式不可）。 

→ 分解したり、正しい使い方をできない場合は、使用することができません。 

  （８）体育の学習は、学校指定の体操服を着て、次のことを守りましょう。 

    ・長そで、長ズボンは学校指定の体操服を着ましょう。 

    ・半袖体操服の下に長そでは着ません。 

    ・タイツやひざ上ソックスははきません（動きやすさ、衛生面）。 

気持ちよく一日を送るために 

１ 生活 

  ◎ あいさつ →あいさつは生活の基本です。 

 （１）先生や友達に自分から元気にあいさつしましょう。また、名前を呼ばれたら返事をしましょう。     

  ◎ 服そう  →安全面や衛生面を考慮しています。また、派手なスタイルや飾りつけに関しては、校内や街中でのトラブルの危険性を考慮し 

ています。 

 （１）運動や活動しやすい服そうを心掛けましょう。 

  （２）肩や腹などの露出が多い服は控えましょう。  

  （３）髪の毛はいつも清潔にし、特別派手なスタイル（髪の色を変える、ライン、過度な長髪、変形させた髪形、派手な装飾品をつける 等） 

にはしないようにしましょう。 

    髪が肩にかかったら、帽子をかぶれる位置でゴムで結びましょう（安全面・衛生面）。 

※ ハーフアップも、肩に髪がかかる場合はなし 

    くしやブラシは、水泳学習の時のみ使用できます。 

  （４）身なりはいつも清潔にし、派手な飾りつけ（けしょう、マニキュア、ピアス、ミサンガ 等）はやめましょう。 

手足のつめはのばしません（安全面・衛生面）。     

  ◎ 学校での過ごし方 →安全面を考慮しています。 

 （１）ろうか、階段、特別教室、校舎裏、体育館裏、体力山の裏では遊ばないようにしましょう。 

    （体育館前のコンクリートの上で遊べるのは、一輪車、縄跳びだけです。） 

※ コンクリートの上は、危ないので走りません。 

        

２ 学習 →授業への集中、指導の統一性、効率化、友達とのトラブルの危険性を考慮しています。 

 （１）授業では、えんぴつを使いましょう。 

 （２）文房具は、次のものを推奨しています。 

     ・筆箱：中身がすぐ確認でき、使いやすく、机の中に入る物（２年生までは箱形を推奨） 

※ 人形タイプ、極端に大きいものやかざりが多いものは、学校では使いません。 

     ・鉛筆：絵が入ってない物 

濃さの目安推奨 １年：４B か６B  ２,３年：２B か 4B  ４～６年：２B か B  書き方鉛筆：全学年４B か６B 

     ・消しゴム：よく消える物（無地、四角、においなし）  ・連絡帳：Ｂ５版でページに絵がない物 

     ・鉛筆キャップを使用する場合、飾り等が付いてない物  ・下敷き：無地 

     ・筆箱に入れる物：鉛筆５、６本（家で削った物） 消しゴム 赤青鉛筆 定規 （ネームペン） 

※ 学習に必要ないものや、授業に集中できなくなるようなものは持ってきません。 

                 

３ 持ち物 →授業への集中、友達とのトラブルの危険性を考慮しています。                             

 （１）季節の持ち物については、次のようにしましょう。 

        ・リップクリームやハンドクリーム（においや味、色つき不可）等を使う場合には、連絡帳等で担任の先生に報告し、必要な時のみ使 

うようにしましょう（授業時はさわらない）。パッケージは派手でない物を使いましょう。 

     ・カイロを持ってくる場合には、ポケットから出さないようにしましょう。使い終わったら、家で捨てましょう。 

    ・耳あては、音が聞こえないことで事故やけがにつながることがあるので、登下校含め学校での使用不可。フードも不可。 

     ・水筒は必要に応じて持ってきましょう。（中身は水かお茶、夏季はスポーツドリンクも可（熱中症対策）） 

 （２）筆箱やランドセルにキーホルダー等は付けないようにしましょう。（お守り１つは可） 

        

４ その他 

 （１）放課後の過ごし方については、お家の人とよく話し合い、安全な生活を心掛けましょう。 

    ※ 帰宅時刻の目安 ３月～９月：午後５時  １０月～２月：午後４時３０分 

 （２）自転車はプールの横に並べてとめましょう。 
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